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地理はなぜ学校で教えられなくてはならないか
。
本書は
，地理教育の存立根拠に関わる根源的な問
いを
，匚現存する地理教育論の論理的な類型化と，
地理カリキュラムの実証的な研究を通して
，教育
的意義の大きな内容編成を明らかにするとともに
，
それを実現するための条件を定式化」するという
方法で解明している。
本書は序章と終章を含め
，８章から成る。
第工章において
，地理教育をその目的によって
「地域認識形成
」と匚社会認識形成」とに分類し，
地理教育が教科における目標達成のおり方をどの
ように規定するかによって匚常識教育
」と「科学
教育
」とに分類する。これらを掛け合わせて地理
教育論の４つの類型が導き出される
。第２～５章
ではそれらの典型的カリキュラムの分析により
，
各々の内容編成の特質と間歇曵を解明している
。
第２章の常識的地域認識形成のための地理教育
では
，地誌の教養を深めるという意義を認めつつ，
そこで習得される知識が授業外で十分習得できる
ものであることや
，教師のなしたひとつの地域解
釈の注入による見方考え方の統制につながる危険
性かおることを指摘している。
第３章の科学的地域認識形成のための地理教育
では
，地理学固有の地域のとらえ方を習得させる
という意義を認めつつ
，理解を人間と自然との相
互作用に限定し
，社会の作用とそのメカニズムへ
の理解を閉ざす問題かおることを指摘している
。
第４章の常識的社会認識形成のための地理教育
では
，社会問題への意思決定力育成に意義を認
めつつ
，それが社会生活の過程で自然に身に付く
ことに留まることや解釈の前提となる
一般理論の
探求が蔑ろになっていることを指摘している
。
第５章の科学的社会認識形成のための地理教育では，対象を社会のシステムとして総合的に捉え
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る枠組を形成するとともに
，それが社会科学の視
点と方法に基づいてなされるために
，人間や社会
の本質を捉える一般理論の習得になっていること
に意義があると
している。
これら４つの地理教育論の検討を踏まえ
，第６
章では
，最も高い教育的意義を見出した科学的社
会認識形成のための地理教育を小単元のレベルで
具体化している。
終章では
，民主主義社会の形成・発展に寄与す
る市民の育成を普通教育の目的とした場合
，学問
としての地理と対象としての地理が教育課程に位
置付きうるのは
，地理を手段として科学的な見方
考え方を習得させる科学的社会認識形成のための
地理教育であると結論づけている
。
本書の意義は
，第凵こ，合衆国の地理教育論を
内容編成論レベルで体系的に分析
・類型化するこ
とにより
，理論的脆弱性を指摘されていた合衆国
の地理教育論に新たな意義を見出したことである
。
第２に
，類型化し地理教育論を，序列づけこ
とにより
，最も教育的意義の高い地理教育論を提
示し
，そこから独立教科としてではなく社会科と
して地理教育を行うことの必要性を明らかにした
ことである。
本書の地理教育研究に対する理論的影響力が大
きいことは明白であるが
，実践的影響力は未知数
である
。本書で考察された地理教育のあり方を日
本の地理教育に導入していくことが今後の課題と
なる
。そのために，第６章で示されたような具体
的な単元計画を草原氏自身が数多く作成すること
とともに
，多くのカリキュラム作成者や教科書作
成者たちが本書の功績を積極的に取り入れて
，新
しい地理教育の創造を図ることを期待したい
。
なお
，本書は2002年に広島大学に提出された学
位論文を補訂し，公刊したものである。
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